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の
契
機
と
も
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
事
業
に
地

域
の
建
設
企
業
が
参
画
で
き
る
仕
組
み
を
整
え

る
こ
と
で
、
技
術
の
継
承
や
人
材
育
成
に
も
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

建
設
産
業
に
は
、
単
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
未
来
を
形
づ
く
る
力
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
夢
を
持
ち
、

こ
の
業
界
で
働
き
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
、
誇

り
あ
る
産
業
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
私

た
ち
の
使
命
で
す
。
私
も
、
現
場
の
声
に
真
摯

に
耳
を
傾
け
、
制
度
や
予
算
の
両
面
か
ら
し
っ

か
り
と
支
え
て
い
く
決
意
で
す
。
持
続
可
能
で

希
望
に
満
ち
た
未
来
の
実
現
に
向
け
て
、
共
に

歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご あ い さ つ

衆
議
院
議
員

　
井
林
　
た
つ
の
り
　
氏

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
国
と
し
て

は
、
補
正
予
算
や
当
初
予
算
を
通
じ
て
公
共
事

業
の
平
準
化
を
図
り
、
年
間
を
通
じ
た
切
れ
目

の
な
い
発
注
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
防

災
・
減
災
や
国
土
強
靱
化
の
観
点
を
一
層
重
視

し
、
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
や
災
害
対

策
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
き
め
細
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

公
共
事
業
は
必
ず
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
ま

す
。
国
道
一
号
バ
イ
パ
ス
・
国
道
473
バ
イ
パ
ス
・

新
東
名
の
交
通
結
節
点
に
な
る
金
谷
地
域
へ
の

企
業
進
出
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
民
間
投
資
を

誘
発
す
る
の
が
公
共
事
業
で
あ
り
、
豊
か
な
社

会
へ
の
第
一
歩
で
す
。
島
田
建
設
業
協
会
管
内

で
は
、
国
道
一
号
バ
イ
パ
ス
の
島
田
・
金
谷
バ

イ
パ
ス
、
藤
枝
バ
イ
パ
ス
の
四
車
線
化
、
国
道

473
バ
イ
パ
ス
の
北
進
、
焼
津
市
～
牧
之
原
市
の

防
潮
堤
整
備
、
大
井
川
を
始
め
と
し
た
河
川
浚

渫
・
築
堤
な
ど
を
通
じ
て
民
間
投
資
を
刺
激
す

る
公
共
投
資
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
将
来
を
見
据
え
る
と
、
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
大
井

川
最
上
流
部
の
静
岡
県
区
間
が
リ
ニ
ア
開
通
時

期
を
決
定
し
ま
す
。
広
域
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

は
、
新
た
な
需
要
の
創
出
に
加
え
、
技
術
革
新

　

一
般
社
団
法
人
島
田
建
設
業
協
会
の
広
報
誌

に
寄
稿
す
る
に
あ
た
り
、
地
域
の
社
会
基
盤
整

備
を
支
え
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
に

ご
尽
力
さ
れ
て
き
た
皆
様
に
、
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　

建
設
産
業
は
、
社
会
資
本
の
整
備
や
災
害
か

ら
の
復
旧
・
復
興
を
担
う
基
幹
産
業
で
あ
り
、

地
域
経
済
や
国
民
生
活
を
支
え
る
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
担
い
手
不
足

や
就
業
者
の
高
齢
化
、
資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
、

構
造
的
な
課
題
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
地
方
で
は
、
人
口
減
少
の
進
行
に

よ
り
建
設
需
要
の
先
行
き
へ
の
不
安
が
高
ま
っ

て
お
り
、
安
定
的
な
事
業
量
の
確
保
が
大
き
な
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か
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
安

全
安
心
と
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
建
設
業
界
の
皆

様
と
連
携
し
て
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

長
島
ダ
ム
管
理
所
長

　
後
藤
　
功
次
　
氏

〇
今
年
度
の
重
点
方
針
や
今
後
の
取
り
組
み

　

長
島
ダ
ム
は
、
大
井
川
水
系
大
井
川
の
河
口
か

ら
約
84
km
（
静
岡
県
榛
原
郡
川
根
本
町
）
に
建
設

さ
れ
た
洪
水
調
節
、
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
、

水
道
用
水
、
工
業
用
水
、
農
業
用
水
を
目
的
と
し

た
多
目
的
ダ
ム
で
、
平
成
14
年
よ
り
管
理
を
開
始

し
て
お
り
ま
す
。

　

ダ
ム
完
成
よ
り
23
年
が
経
過
し
、
洪
水
調
節
容

量
内
の
堆
砂
が
進
行
し
て
お
り
、
洪
水
調
節
機
能

に
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
堆
砂
対
策

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

長
島
ダ
ム
で
は
、
ダ
ム
貯
水
池
機
能
（
洪
水
調
節

容
量
）
を
回
復
す
る
た
め
の
堆
砂
対
策
（
堆
砂
除

去
）
を
計
画
的
・
集
中
的
に
実
施
す
る
た
め
令
和

6
年
度
よ
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
10
年
計
画
で
洪
水
調
節
容

量
内
堆
砂
量
の
約
50
％
除
去
を
目
標
に
実
施
し
ま

す
。
掘
削
搬
出
の
促
進
に
必
要
と
な
る
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
を
整
備
し
、
除
去
し
た
土
砂
を
効
率
よ
く

搬
出
し
、
土
砂
の
有
効
活
用
と
し
て
、
駿
河
海
岸

へ
の
養
浜
材
の
ほ
か
他
事
業
間
と
の
連
携
を
は

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
近
年
の
工
事
で
は
①
３
次

元
起
工
測
量
、
②
３
次
元
設
計
デ
ー
タ
作
成
、
③

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
に
よ
る
施
工
、
④
３
次
元
出
来

形
管
理
等
の
施
工
管
理
、
⑤
３
次
元
デ
ー
タ
の
納

品
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
は
、
測
量
・
工
事
の
ほ
か
湖
面
巡

視
へ
の
活
用
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ダ
ム
周
辺
は
豊
か
な
自
然
や
風
情
あ
る

鉄
道
な
ど
資
源
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。
ダ
ム
イ

ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
接
岨
湖
で
の
カ
ヌ
ー
や

S
U
P
の
湖
面
利
用
な
ど
「
地
域
に
開
か
れ
た
ダ

ム
」
と
し
て
、
魅
力
あ
る
ダ
ム
、
地
域
の
活
性
化
、

地
域
振
興
に
貢
献
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

〇
建
設
業
界
に
期
待
す
る
こ
と

　

国
土
交
通
行
政
に
と
っ
て
、
建
設
業
界
の
皆
様

は
事
業
を
実
施
し
て
い
く
う
え
で
重
要
な
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
り
、
災
害
発
生
時
も
建
設
業
界
の
皆
様

の
ご
協
力
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
令

和
３
年
以
降
、
原
材
料
費
の
高
騰
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
の
上
昇
問
題
の
ほ
か
若
手
人
材
の
確
保
な

ど
建
設
業
を
と
り
ま
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
多
様
な
働
き
方
、
労
務
・
資
材

単
価
へ
の
反
映
な
ど
地
域
の
実
情
や
現
場
の
状
況

等
を
踏
ま
え
た
工
事
発
注
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
現
場
の
生
の
声
を
お
聴

今年４月に管内の国・県の出先機関等に新しく着任された所属長様から

今年度の重点施策や取組みなどについて寄稿していただきました。

［
前
職
］�

中
部
地
方
整
備
局
　
河
川
部
　

　
　
　  

河
川
環
境
課
長

長島ダム 堆砂掘削状況（ダム上流部）
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令
和
８
年
４
月
１
日
付
け
で
大
井
川
治
山
セ
ン

タ
ー
に
着
任
し
ま
し
た
山
本
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
は
じ
め
に

　

大
井
川
の
源
流
部
に
あ
た
る
南
ア
ル
プ
ス
は
、

西
側
を
中
央
構
造
線
、
東
側
を
糸
魚
川
―
静
岡
構

造
線
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
、
標
高
が
高
く
気
温
差

が
激
し
い
こ
と
か
ら
風
化
が
進
み
、
非
常
に
脆
弱

な
地
質
条
件
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
地
質
条
件
に
加
え
気
象
条
件
が

厳
し
く
、
年
間
降
水
量
が
３
，
０
０
０
mm
を
超
え

る
地
区
も
あ
り
、
山
地
崩
壊
が
進
ん
で
お
り
、
崩

壊
が
発
生
し
や
す
い
地
域
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
広
範
囲
に
わ
た
る
大
規
模
崩
壊
地

の
復
旧
等
を
図
る
た
め
、
静
岡
県
等
か
ら
の
要
請

を
受
け
昭
和
41
年
度
か
ら
井
川
湖
上
流
に
位
置
す

る
大
井
川
地
区
の
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
に
着
手

し
、
平
成
13
年
度
に
川
根
本
町
に
在
る
民
有
林
の

榛
原
川
地
区
を
事
業
区
域
に
加
え
、
関
東
森
林
管

理
局
直
轄
の
大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー
と
し
て
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〇
こ
れ
ま
で
の
取
組
と
今
後
の
整
備
方
針
等

　

治
山
事
業
は
、
森
林
の
維
持
造
成
を
通
じ
て
山

地
に
起
因
す
る
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
・
財
産
を

保
全
し
、
森
林
の
造
成
・
形
成
を
と
お
し
て
、
水

源
か
ん
養
、
生
活
環
境
の
保
全
・
形
成
等
を
図
る

事
業
で
す
。
大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー
で
は
、
荒
廃

し
た
渓
流
の
不
安
定
土
砂
の
固
定
と
流
出
防
止
の

た
め
の
渓
間
工
、
崩
壊
し
た
山
腹
斜
面
の
安
定
と

表
土
の
浸
食
防
止
を
図
り
、
早
期
に
緑
化
を
図
る

山
腹
工
を
継
続
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
国
土
強
靱
化
基
本
計

画
や
第
１
次
国
土
強
靱
化
中
期
計
画
を
踏
ま
え
、

大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
の

全
体
計
画
に
定
め
ら
れ
た
整
備
目
標
・
整
備
方
針

に
基
づ
き
計
画
的
に
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

林
野
庁
で
は
、
熱
中
症
対
策
や
働
き
方
改
革
、

円
滑
な
施
工
体
制
の
確
保
な
ど
、
公
共
工
事
に
一

斉
に
適
用
さ
れ
る
関
係
省
庁
の
制
度
改
正
や
運
用

改
善
を
的
確
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、
森
林
土
木

工
事
が
行
わ
れ
る
山
間
奥
地
の
狭
隘
・
急
傾
斜
地

の
厳
し
い
現
場
実
態
を
踏
ま
え
、
森
林
土
木
工
事

が
地
域
の
守
り
手
で
あ
る
事
業
者
に
選
ば
れ
る
よ

う
、
適
正
な
利
潤
確
保
、
生
産
性
向
上
、
安
全
向

上
に
向
け
た
取
組
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

〇
お
わ
り
に

　

治
山
事
業
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
地

元
自
治
体
を
は
じ
め
土
地
所
有
者
、
地
域
の
皆
様
、

関
係
各
機
関
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠

と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
大
井
川
治
山
セ
ン

タ
ー
で
は
、
毎
年
地
元
へ
の
事
業
説
明
会
の
開
催
、

地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
登
山
道
の
清
掃
活
動

な
ど
治
山
事
業
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
、
地
元
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
地
域
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
建
設
業
は
、
地
域
の
生
活
環
境
や
経

済
活
動
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
ほ
か
に
、
災
害
発
生

時
に
は
被
災
情
報
の
収
集
や
応
急
復
旧
工
事
な
ど

安
心
・
安
全
な
生
活
基
盤
を
支
え
る
要
と
し
て
重

要
な
存
在
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

貴
協
会
の
更
な
る
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

渓間工（大井川地区　東河内）

山腹工（榛原川地区　ホーキ薙）

林
野
庁
　
関
東
森
林
管
理
局

大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー
所
長

　
山
本
　
義
久
　
氏

［
前
職
］
関
東
森
林
管
理
局

           

企
画
調
整
課
　
監
査
官
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焼
津
漁
港
管
理
事
務
所
長

　
原
田
　
佳
和
　
氏

〇
は
じ
め
に

　

地
元
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
建
設
業
界
の
皆
さ
ま

に
は
、
日
頃
よ
り
焼
津
漁
港
お
よ
び
地
域
の
発
展

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
漁
港
は
、
地
域
の
漁
業
活
動
の
基
盤

と
な
る
重
要
な
施
設
で
あ
り
、
漁
業
者
の
安
全
と

安
心
を
支
え
、
水
産
物
の
安
定
供
給
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
も
、
安
全
で
持
続
可
能
な
漁
港

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
本
年
度
の
重
点
方
針
と
今
後
の
取
組

　

本
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
水
産
流
通

基
盤
の
整
備
」
と
「
地
震
・
津
波
対
策
」
の
推
進

を
重
点
方
針
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
水
産
流
通
基
盤
の
整
備
」
で
は
、「
日
本
一
の

水
産
文
化
都
市
の
持
続
的
繁
栄
」
を
将
来
像
に
掲

げ
、
令
和
４
年
度
か
ら
の
10
か
年
を
整
備
期
間
と

す
る「
焼
津
地
区
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業
計
画
」

を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
港
内
の
静
穏
を
保
ち

水
産
業
を
守
る
防
波
堤
の
改
良
工
事
を
進
め
て
お

り
、
本
年
度
は
大
型
漁
船
の
係
留
が
可
能
と
な
る

大
水
深
岸
壁
の
改
良
工
事
に
も
着
手
す
る
予
定
で

す
。

　
「
地
震
・
津
波
対
策
」
で
は
、
東
海
地
震
の
よ

う
に
発
生
頻
度
が
比
較
的
高
く
、
発
生
す
れ
ば
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
す
災
害
に
備
え
、
防
潮
堤
や

陸
閘
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
地
域

に
お
住
ま
い
の
方
々
を
守
る
た
め
の
施
設
で
あ
り
、

今
後
も
景
観
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
配
慮
し
な
が

ら
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
重
点
方
針
を
推
進
し
つ
つ
、
老
朽
化
が

進
む
漁
港
施
設
の
機
能
保
全
に
向
け
て
計
画
的
な

点
検
と
補
修
を
効
率
的
に
実
施
し
、
事
故
や
災
害

の
リ
ス
ク
低
減
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
建
設
業
界
に
期
待
す
る
こ
と

　
建
設
業
界
は
、
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
と
い
っ
た
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、
漁
港

の
安
全
性
や
機
能
向
上
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ま
の

安
全
か
つ
高
度
な
施
工
技
術
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

老
朽
化
が
進
む
建
設
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
や

整
備
に
お
け
る
品
質
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
業
務

の
効
率
化
や
省
力
化
に
繋
が
る
建
設
Ｄ
Ｘ
化
を
、

情
報
共
有
や
連
携
を
通
じ
て
皆
さ
ま
と
と
も
に
推

進
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
漁
港
が
今
後
も
、
よ
り
安
全
で
魅
力
的
な
場

と
な
る
よ
う
、
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小川南防波堤の改良 津波対策施設の整備（杭打ち工）

［
前
職
］
交
通
基
盤
部
　
港
湾
整
備
課
長
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御
前
崎
港
管
理
事
務
所
長

　
岡
村
　
徹
　
氏

〇
今
年
度
の
重
点
方
針
や
今
後
の
取
り
組
み

　

当
事
務
所
は
、
御
前
崎
市
か
ら
牧
之
原
市
に
か

け
て
位
置
す
る
重
要
港
湾
の
御
前
崎
港
と
牧
之
原

市
内
の
地
方
港
湾
の
相
良
港
と
榛
原
港
、
な
ら
び

に
各
港
湾
海
岸
を
所
管
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
県
内
唯
一の
完
成
自
動
車
の
輸
出
拠

点
で
あ
り
、
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
有
す
る

御
前
崎
港
は
、
背
後
圏
で
あ
る
県
中
西
部
地
域
の

自
動
車
関
連
産
業
を
は
じ
め
と
し
た
県
内
産
業
を

物
流
面
で
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
へ
の
利
用
や
大
型
外
航
客
船
の
寄

港
な
ど
、
物
流
拠
点
と
し
て
の
役
割
に
加
え
、
地

域
の
賑
わ
い
の
拠
点
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
３
月
に
は
、
新
東
名
、
国
道
１
号
、

富
士
山
静
岡
空
港
、
東
名
と
御
前
崎
港
を
結
ぶ

高
規
格
道
路
「
金
谷
御
前
崎
連
絡
道
路
」
が
、

国
道
１
号
菊
川
Ｉ
Ｃ
ま
で
開
通
し
、
陸
・
海
・
空

の
広
域
交
通
拠
点
が
結
ば
れ
、
交
通
ア
ク
セ
ス
が

飛
躍
的
に
向
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
多
目
的
国

際
流
通
港
湾
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
コ

ン
テ
ナ
や
完
成
自
動
車
を
は
じ
め
と
す
る
外
貿
、

定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
に
よ
る
国
内
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

へ
寄
与
す
る
内
貿
に
お
い
て
、
よ
り
利
便
性
の
高
い

港
と
な
る
よ
う
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス

活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
対
応
し
た
「
静

岡
県
第
四
次
地
震
被
害
想
定
」
に
基
づ
き
、
県

民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
津
波
対
策
施
設
と
し
て
、

既
存
堤
防
の
嵩
上
げ
や
陸
閘
の
改
良
等
を
進
め
る

と
と
も
に
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
緊
急
物
資
の

輸
送
拠
点
と
な
る
御
前
崎
港
に
お
い
て
は
、
国
直

轄
事
業
に
よ
る
防
波
堤
の
粘
り
強
い
構
造
化
と
と

も
に
複
合
的
な
津
波
対
策

に
よ
り
御
前
崎
港
の
強
靭
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

〇�

建
設
業
界
に
期
待
す
る

こ
と

　

建
設
業
界
に
対
し
て
令
和

6
年
４
月
か
ら
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
が
適
用
開
始

さ
れ
る
一
方
で
、
近
年
の
自

然
災
害
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
に
よ
る
災
害
リ
ス
ク
の

増
大
に
対
し
、
建
設
業
界
の

献
身
的
な
協
力
な
く
し
て
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
等
に
伴
う
就
業
者

の
減
少
が
進
行
す
る
な
か
で
社
会
資
本
整
備
の
担

い
手
と
し
て
求
め
ら
れ
る
役
割
は
ま
す
ま
す
増
大

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
環
境
の
変
化
や
社
会
的
な

要
請
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
官
民
が
連
携
し

て
働
き
方
改
革
に
よ
り
建
設
産
業
の
魅
力
を
高
め

て
担
い
手
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
省
人
化
・
省

力
化
や
新
技
術
・
新
工
法
の
活
用
な
ど
、
建
設
現

場
の
生
産
性
向
上
に
一
層
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
建
設
業
界
の
皆

様
と
連
携
協
力
し
、
夢
や
誇
り
の
持
て
る
魅
力
あ

る
建
設
業
界
へ
の
転
換
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

［
前
職
］
交
通
基
盤
部
　
道
路
整
備
課
長
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一般社団法人　島田建設業協会　新役員紹介
　役員の任期満了に伴い、令和８年５月１２日の定時総会において、（一社）島田建設業協会、建災防島田分会及び

島田地区建設事業協同組合の役員が選任されたので紹介いたします。

理事　朝倉純夫
大河原建設㈱

会　長　山田壽久
㈱山田組

副会長　梶山　基
㈱梶山組

理事　鈴木　徹
㈱鈴木土建

理事　橋本勝策
㈱橋本組

副会長　岡村延昌
岡村建設工業㈱

理事　古川賢吾
フルカワクリエイト㈱

理事　山本利彦
㈱グロージオ

理事　中林功徳
㈱中林建設

理事　山岸　豊
山岸建設㈱

理事　原　廣太郎
㈱原小組

理事　菊池松巳
㈱柳澤組

副会長　植田　進
㈱加藤組

理事　増田雄也
相良建設㈱

理事　大石真也
大石建設㈱

専務理事　原田久仁一
事務局長

監事　村松章典
㈱丸川組

監事　落合直人
㈱金谷工務店

監事　木村紘子
㈱木村組
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※建災防 災防委員任期　令和８年４月１日～令和10年３月31日
※土木施工管理技士会 代議員任期　令和８年５月19日～令和10年５月　技士会定時総会

令和８・９年度　（一社）島田建設業協会委員会  委員名簿 
任期：令和８年５月１２日～令和１０年５月定時総会

委員会名 総務委員会 広報委員会 労務委員会 土木・
建築委員会

環境･
災害対策委員会 安全委員会

建設業労働災害防止協会 土木施工管理
技士会災防委員会

県協会
役員 − 植田　　進

㈱加藤組
山岸　　豊
山岸建設㈱ − 大石　真也

大石建設㈱ −
常任幹事

山本　利彦
㈱グロージオ

−

担当
正副会長

梶山　　基
㈱梶山組

植田　　進
㈱加藤組

植田　　進
㈱加藤組

梶山　　基
㈱梶山組

岡村　延昌
岡村建設工業㈱

岡村　延昌
岡村建設工業㈱ − −

委員長 原 　廣太郎
㈱原小組

古川　賢吾
フルカワクリエイト㈱

山岸　　豊
山岸建設㈱

山田　壽久
㈱山田組

大石　真也
大石建設㈱

山本　利彦
㈱グロージオ

山本　利彦
㈱グロージオ

地区長
岩崎　保美
㈱グロージオ

副委員長 山岸　　豊
山岸建設㈱

三村　秀雄
三村建設㈱

本橋　孝洋
本橋建設㈱

村松　章典
㈱丸川組

増田　雄也
相良建設㈱

落合　直人
㈱金谷工務店

落合　直人
㈱金谷工務店 −

委　員 橋本　勝策
㈱橋本組

八木　利寛
佐藤建設㈱

梅原　克則
㈱橋本組

橋本　勝策
㈱橋本組

見﨑　 俊夫
岡村建設工業㈱

小泉　雄弘
㈱橋本組

小泉　雄弘
㈱橋本組

橋本　和記
㈱橋本組

〃 岡村　延昌
岡村建設工業㈱

横井　秀明
㈱山田組

山田　　弦
㈱山田組

朝倉　大輔
大河原建設㈱

杉山　裕巳
㈱杉山工務店

植田　　優
木下建設工業㈱

植田　　優
木下建設工業㈱

松浦　和久
木下建設工業㈱

〃 山田　壽久
㈱山田組

山本　利彦
㈱グロージオ

飯塚　友也
角丸建設㈱

山本　利彦
㈱グロージオ

箸　　正直
㈱グロージオ

富永　英之
㈱原川土木

富永　英之
㈱原川土木

大窪　政紀
㈱原川土木

〃 村松　章典
㈱丸川組

大場祐一郎
㈱エコワーク

伊藤　干城
㈱鈴竹

青島　英昭
興和建設㈱

天王沢雄之
池村建設㈱

山田　　弦
㈱山田組

山田　　弦
㈱山田組

柳本　　浩
岡村建設工業㈱

〃 朝倉　純夫
大河原建設㈱

中林　功徳
㈱中林建設

大石　真也
大石建設㈱

池田　　豊
大井建設㈱

下田　晴久
㈱特種東海フォレスト

今野　正志
㈱杉山工務店

今野　正志
㈱杉山工務店

山本　英樹
㈱山田組

〃 木村　紘子
㈱木村組

原 　廣太郎
㈱原小組

鈴木　淳二
徳山建設㈱

茂川　雅裕
マルキ建設㈱

高橋　浩司
高橋建設㈱

北村　泰士
㈱丸川組

北村　泰士
㈱丸川組

古川　賢吾
フルカワクリエイト㈱

〃 植田　　進
㈱加藤組

大石　健仁
大石建設㈱

神田　優一
㈱神田組

増田　雄也
相良建設㈱

梶山　　基
㈱梶山組

鍋田　卓宏
大河原建設㈱

鍋田　卓宏
大河原建設㈱

今野　正志
㈱杉山工務店

〃 鈴木　　徹
㈱鈴木土建

辻川　喜弘
㈱木村組

鈴木　　徹
㈱鈴木土建

三橋　正和
㈱エコワーク

三橋　正和
㈱エコワーク

西澤　広治
大河原建設㈱

〃 菊池　松巳
㈱柳澤組

鈴木　　徹
㈱鈴木土建

田﨑　弘幸
㈱田崎組

田﨑　弘幸
㈱田崎組

増田樹久靖
㈱エコワーク

〃 神田耕一郎
㈱神田組

鈴木　丈昌
徳山建設㈱

鈴木　丈昌
徳山建設㈱

八木　信彦
㈱ケンコー

〃 菊池　　寛
㈱柳澤組

菊池　　寛
㈱柳澤組

天王沢雄之
池村建設㈱

〃 植田　和之
㈱加藤組

植田　和之
㈱加藤組

茂川　雅裕
マルキ建設㈱

〃 増田　　幹
相良建設㈱

増田　　幹
相良建設㈱

堀本　亮佑
 大石建設㈱

〃 八木　保之
共和建設㈱

八木　保之
共和建設㈱

石田　豊明
㈱木村組

〃 小林　康夫
共和建設㈱

〃 梶山　純
㈱梶山組

〃 清水　久貴
㈱神田組
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（
一
社
）
島
田
建
設
業
協
会
、
建
災
防
島
田
分
会
は
、
３
月
10
日（
火
）に

令
和
７
年
度
第
２
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
山
田
会
長
は
「
わ
れ
わ
れ
地
域
の
建
設
業
者
は
、
地
域
の
守
り
手

と
し
て
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
建
設
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
が
、

健
全
経
営
と
担
い
手
の
確
保
が
不
可
欠
。
ま
た
、
働
き
方
改
革
な
ど
建
設
産

業
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
も
会
員
の
た
め
に
有
益
な
活

動
に
努
め
て
い
く
の
で
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

協
会
議
事
で
は
、
令
和
８
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
な
ど
を
承
認

し
、
分
会
に
つ
い
て
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
な
ど
を
継
続
し
て
行
う
事
業

計
画
を
承
認
し
ま
し
た
。

全
国
建
設
業
協
会
長
表
彰
・
静
岡
県
建
設
業
協

会
長
表
彰
等
を
多
数
の
会
員
が
め
で
た
く
受
賞

　

永
年
に
わ
た
り
建
設
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
会
社
ま
た
は
個
人
を
表
彰
す
る（
一
社
）

全
国
建
設
業
協
会
長
表
彰
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
建
設
業
団
体
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、

当
協
会
か
ら
も
多
数
の
会
社
及
び
個
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
第
１
回
総
会
を
開
催

７
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決
算
報
告
を
承
認

令
和
７
年
度
第
２
回
総
会
を
開
催

８
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
を
承
認

（
一
社
）
島
田
建
設
業
協
会
及
び
建
災
防
島
田
分
会
並
び
に
島
田
地
区
建

設
事
業
協
同
組
合
は
、
５
月
12
日（
火
）に
島
田
建
設
業
会
館
会
議
室
に
お
い

て
、
労
基
・
土
木
・
農
林
の
所
長
を
来
賓
と
し
て
お
招
き
し
て
、
令
和
８
年

度
第
１
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
山
田
会
長
は
、「
頻
発
す
る
自
然
災
害
や
中
東

情
勢
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
環
境
に
あ
る
が
、
地
域
社
会
で
の
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
、「
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
、
良
質

な
建
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
有
意
義
な
活
動
を
展
開
す
る
の
で
、
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

こ
の
後
議
案
審
議
に
入
り
、（
一
社
）
島
田
建
設
業
協
会
、
建
災
防
島
田

分
会
及
び
島
田
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
報
告
並

び
に
協
会
と
事
業
協
同
組
合
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
案
な
ど
が
上

程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
す
ベ
て
の
議
案
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
後
に
山
田
会
長
か
ら
全
建
等
の
受
賞
者
へ
の
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

（
一
社
）
全
国
建
設
業
協
会
長
賞
表
彰

　

２
条
２
号　

山
本　

利
彦
（
㈱
グ
ロ
ー
ジ
オ
）

　

２
条
４
号　

小
塚　

辰
巳
（
小
塚
建
設
㈱
）

　

５
条　
　
　

増
田　

一
好
（
㈱
山
田
組
）

　
　

〃　
　
　

榎
田　

喜
浩
（
㈱
柳
澤
組
）

（
一
社
）
静
岡
県
建
設
業
協
会
長
賞
表
彰

　

２
条
４
号　

大
河
原
高
広
（
㈱
エ
コ
ワ
ー
ク
）

　
　

〃　
　
　

梶
山　
　

基
（
㈱
梶
山
組
）

　
　

〃　
　
　

古
川　

賢
吾
（
フ
ル
カ
ワ
ク
リ
エ
イ
ト
㈱
）

　

５
条　
　
　

山
崎　
　

孝
（
㈱
橋
本
組
）

　
　

〃　
　
　

大
畑　

進
也
（
㈱
橋
本
組
）

　
　

〃　
　
　

曽
根　
　

岳
（
㈱
山
田
組
）

　
　

〃　
　
　

杉
本　

憲
彦
（
㈱
山
田
組
）

　
　

〃　
　
　

池
ヶ
谷
浩
史
（
大
河
原
建
設
㈱
）

　
　

〃　
　
　

福
島　

英
幸
（
大
河
原
建
設
㈱
）

　
　

〃　
　
　

谷
下　

達
也
（
㈱
グ
ロ
ー
ジ
オ
）

　
　

〃　
　
　

柴
本　

史
尚
（
大
石
建
設
㈱
）

　
　

〃　
　
　

米
山　

富
浩
（
大
石
建
設
㈱
）

　
　

〃　
　
　

西
村　

昇
一
（
大
石
建
設
㈱
）

　
　

〃　
　
　

鈴
木　

大
樹
（
大
石
建
設
㈱
）

第
42
回
（
一
社
）
静
岡
県
建
設
業
協
会
建
設
も
の
創
り
大
賞
表
彰

　

土
木
部
門　

優
秀
賞

　
　

㈱
橋
本
組

　
　
　

令
和
５
年
度
（
国
）
１
５
０
号
橋
梁
耐
震
対
策
工
事
（
新
瀬
戸
川
橋
橋
脚
補
強
工
）

　

建
築
部
門　

優
良
賞
（
Ａ
部
門
）

　
　

㈱
山
田
組

　
　
　

令
和
４
年
度
藤
枝
東
高
等
学
校
管
理
教
室
棟
新
築
工
事
（
建
築
）

　

建
築
部
門　

優
良
賞
（
Ａ
部
門
）

　
　

大
河
原
建
設
㈱

　
　
　

令
和
５
年
度
島
田
高
等
学
校
管
理
教
室
棟
耐
震
補
強
他
工
事
（
建
築
）

（
一
社
）
全
国
中
小
建
設
業
協
会
長
表
彰

　

３
条
１
号　

岡
村　

延
昌
（
岡
村
建
設
工
業
㈱
）

（
一
社
）
静
岡
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
長
表
彰

　

表
彰
状
１　

朝
倉　

純
夫
（
大
河
原
建
設
㈱
）
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令和６年度　小石川遊水地整備工事 【佐藤建設株式会社】

工事のポイント

◦  工事概要  ◦

工 事 名	 �令和６年度  小石川遊水地整備工事
工事箇所	 焼津市小屋敷地内
工　　期	 令和６年６月27日～令和７年５月30日
施 工 者	 佐藤建設株式会社
発 注 者	 焼津市
現場代理人	 望月　大輝
工事概要	 施工延長� 155ｍ
	 河川土工� 5,500㎥
	 法覆護岸工� 408㎡
	 グラウンド施設工� 3,310㎡

　本工事は、小石川氾濫対策を目的
とした工事になり法覆護岸工（ブ
ロック積み）を施工時、地下水が多
く施工方法や工程管理・地山崩壊対
策に留意し施工を行いました。

工事施工箇所

完成

着手前

作業状況
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【大河原建設株式会社】令和６年度　（主）島田吉田線橋梁補修工事（谷口橋補修工）

◦  工事概要  ◦

完成

工 事 名	 令和６年度  （主）島田吉田線橋梁補修工事（谷口橋補修工）
工事箇所	 島田市道悦島地内
工　　期	 令和６年12月３日～令和７年６月20日
施 工 者	 大河原建設株式会社
発 注 者	 静岡県島田土木事務所
現場代理人	 岡野　昭三
工事概要	 橋梁補修工１式
	 　亜硝酸リチウム内部圧入工� ２基
	 　亜硝酸リチウム併用型ひび割れ注入工� 130m
	 　断面修復工（左官工法）� １式
	 　支承防錆工（金属溶射）� 10基 
	 　排水管取替え工� 12箇所
	 　仮設工（橋梁足場工他）� １式

着手前

工事施工箇所

工事のポイント

　本工事は、大井川に架かる谷口橋の補
修工事で、梁部分のアルカリ骨材反応の
抑制が主要目的でありました。抑制剤で
ある亜硝酸リチウムを、削孔した圧入孔
より注入する工法により、コンクリート
の劣化を根本的に抑制しました。 吊足場設置完了 施工状況
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◦  工事概要  ◦

工 事 名	 令和７年度  
	 （準）沢垂川排水樋門設置工事
工事箇所	 牧之原市細江地先
工　　期	 令和７年７月18日～令和８年５月29日
施 工 者	 株式会社　木村組
発 注 者	 牧之原市
現場代理人	 鈴木　雅紀
工事概要	 樋門本体工� N=1式
	 護床工� N=1式
	 付帯道路工� N=1式

完成

着手前

工事施工箇所

令和７年度 　（準）沢垂川排水樋門設置工事 【株式会社木村組】

工事のポイント

　水門工事着手前に地権者打合せした結果同じ
時期に民家新築工事がはじまり仮設土留めの鋼
矢板打ち込み引抜等に地権者との打ち合わせに
苦慮しました。地権者と工程及び工法の打合せ
を細部にわたり実施した結果、支障なく工事完
成しました。 作業状況
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◦  工事概要  ◦

工 事 名	 令和７年度  林道施設災害復旧事業
	 林道千頭嶺線災害復旧工事
工事箇所	 川根本町千頭地内
工　　期	 令和７年６月11日～令和８年２月27日
施 工 者	 株式会社　神田組
発 注 者	 川根本町
現場代理人	 小澤　文男
工事概要	 施工延長� L=37m
	 軽量盛土工（発泡ウレタン工）� 150㎥
	 グラウンドアンカー工� ８本
	 防護柵工� 17m
	 法面保護工� 187㎡

完成

着手前

工事施工箇所

【株式会社神田組】令和７年度　林道施設災害復旧事業　林道千頭嶺線災害復旧工事

工事のポイント

　本工事は、急峻な斜面のためバッ
クホウが使用できず人力で床掘りを
実施しました。また施工ヤードが狭
く大型クレーンが使えないため、足
場を工夫して施工しました。

作業状況
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令
和
８
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
を

開
催
し
ま
し
た

１
月
14
日（
水
）に
藤
枝
市
の
ホ
テ
ル
オ
ー
レ
に
お
い
て
、
新
年
賀

詞
交
歓
会
を
開
催
し
、
井
林
衆
議
院
議
員
ご
本
人
と
牧
野
参
議
院
議

員
代
理
の
大
石
氏
を
来
賓
に
迎
え
、
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

新
年
の
挨
拶
で
山
田
会
長
は
、「
地
域
の
建
設
業
は
、
地
域
の
守

り
手
と
し
て
、
大
き
な
社
会
的
責
任
と
重
要
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
健
全
で
安
定
し
た
経
営
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、

建
設
業
の
魅
力
を
高
め
て
担
い
手
を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠
」
と

話
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
建
設
業
の
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
が
、
よ
り
一
層
の
知
恵
と
工
夫
に
よ
り
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え

て
い
こ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
当
日
は
33
名
が
出
席
し
、
会
員

相
互
の
親
睦
や
情
報
を
交
換
す
る
機
会
と
な
り
、
有
意
義
な
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

無
事
故
無
災
害
を
願
っ
て
!!

安
全
祈
願
祭
を
開
催
し
ま
し
た

　

４
月
14
日（
火
）に
建
災
防
島
田
分
会
は
、
年

度
初
め
に
あ
た
り
工
事
の
安
全
祈
願
を
、
島
田

市
の
「
大
井
神
社
」
で
行
い
、
１
年
間
の
無
事

故
無
災
害
を
祈
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
協
会
の
正
副
会
長
、
災
防
委
員
、

島
田
労
働
基
準
監
督
署
竹
中
署
長
と
島
田
土
木

事
務
所
沼
野
所
長
ら
22
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

山
田
分
会
長
は
「
当
分
会
は
労
働
災
害
防
止
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
昨
年
は
死
亡
事

故
ゼ
ロ
だ
っ
た
。
今
年
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を

中
心
に
取
り
組
み
、
無
事
故
・
無
災
害
を
目
指

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
イ
ラ
ン

情
勢
が
資
材
に
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
厳
し
い
環

境
に
あ
る
が
、
よ
り
一
層
の
安
全
意
識
の
向
上

を
図
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
し
て

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
４

月
６
日（
月
）か
ら
15
日（
水
）ま
で
の
10

日
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「
安
全
を　

つ
な
げ
て
広
げ
て　

事

故
ゼ
ロ
へ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

当
協
会
も
地
域
と
連
携
し
て
こ
の
運
動

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
運
動
期
間
中
は
、

交
通
安
全
の
ぼ
り
旗
の
掲
示
や
、
交
通

安
全
の
呼
び
掛
け
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
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日頃より、建災防島田分会の活動にご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。
４月から新年度がスタートしました。令和７年度を振り返ってみますと、静岡県交通基盤部及び経済産業部発

注の建設工事等で、７件の労働災害、25件の公衆災害が発生しました。
本年度もこれらの災害発生を０件にすることを目標とし、建災防安全パトロールを実施してまいりますので、

ご理解とご協力のほど宜しくお願い致します。
私自身、昨年度より建災防島田分会の安全パトロールに参加さ

せていただいております。また社内でも安全パトロールを行って
おります。安全パトロールを通じて感じることは、普段から工事
を担当されている方々は安全管理に対して決して手を抜いている
ことはなく、事故ゼロを目指し日々研鑽を積み、安全管理に努め
ておられることです。それでもなぜ事故が起きてしまうのか、現
場内ルールや社内ルールを定めてルール遵守を徹底しているにも
かかわらず事故が発生してしまうのか。また重大事象(死亡事故)
や労働災害には至っていませんが、『これくらいなら大丈夫だろ
う』という慣れや安全軽視、近道・省略行動による事故が多々発
生しているのも事実です。

安全はルールだけで守れるものではありません。一人ひとりの
意識と現場内での積極的な声掛けが何より大切であり、コミュニ
ケーションが円滑に行われていると現場の安全性も高まります。
声をかけあう環境が、ヒューマンエラーを減らすための第一歩で
あると考えます。

立場に関係なく誰もが意見や提案を気軽に発言できる現場の雰
囲気づくりや環境づくりを目指し、工事従事者全員が同じ意識を
共有し、工事竣工まで事故ゼロを目標に頑張りましょう。

災防委員　㈱エコワーク　 三橋  正和

今
年
度
初
め
て
の
「
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
」
と
第
１
回

災
防
委
員
会
を
実
施

５
月
８
日（
金
）午
前
中
に
島
田
労
働
基
準
監

督
署
及
び
島
田
土
木
事
務
所
と
の
今
年
度
初
の

合
同
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
安
全
指
導
者

ほ
か
21
名
が
８
の
指
導
工
事
現
場
に
分
か
れ
、

各
現
場
に
お
い
て
安
全
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
前
の
打
合
せ
で
は
、
山
本
災
防
委

員
長
が
「
本
年
度
最
初
の
パ
ト
ロ
ー
ル
。
新
規

入
場
者
教
育
に
も
努
め
、
無
事
故
・
無
災
害
の

実
現
に
向
け
て
、し
っ
か
り
点
検
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
ま
た
、
労
基
の
鍋
田
監

督
官
と
建
災
防
本
部
の
千
葉
安
全
管
理
士
か
ら

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

島
田
・
金
谷
地
区
で
は
、大
津
谷
川
支
川
手

水
ヶ
谷
砂
防
工
事
の
現
場
を
点
検
し
、適
切
な
安

全
対
策
と
熱
中
症
対
策
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

午
後
に
は
第
１
回
災
防
委
員
会
を
実
施
し
、

建
災
防
静
岡
県
支
部
長
表
彰
の
候
補
者
の
選
定

や
、安
全
標
語
・
け
ん
せ
つ
川
柳
の
募
集
、安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
点
検
表
の
変
更
や
労
働
災
害
再
発

防
止
の
取
組
み
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。



令和７年度（令和８年１月～３月）

●総会
　令和７年度第２回総会	 ３月10日㈫　当協会
　・令和８年度事業計画（案）について　ほか　
●新年賀詞交歓会	 １月14日㈬　ホテルオーレ
●理事会
　第４回理事会	 １月14日㈬　ホテルオーレ
　・新年賀詞交歓会の開催について　ほか　
　第５回理事会	 ３月10日㈫　当協会
　・令和７年度第２回総会提出議案について　
　・正副会長候補の選出について　ほか　
●正副会長会議
　第７回会議	 １月14日㈬　吉田町内
　・第４回理事会提出議案について　ほか
　第８回会議	 ２月３日㈫　当協会
　・優秀施工者表彰候補者の選定について　ほか
　第９回会議	 ３月10日㈫　当協会
　・第５回理事会提出議案について　ほか
●広報委員会
　広報誌171号発行	 １月初旬
●環境・災害対策委員会
　・県原子力防災研修会	 １月22日㈭　県男女共同参画センター
　・県中部地域道路啓開検討会	 ３月３日㈫　書面
●委員長会議	 ２月３日㈫　当協会
　・令和８年度事業計画（案）について　ほか
●建災防島田分会
　第２回災防委員会	 １月28日㈬　当協会
　・令和８年度事業計画（案）について　ほか
　安全パトロール　
　・１月28日㈬　５地区
　・３月４日㈬　５地区

令和８年度（令和８年４月～）

●総会
　令和８年度第１回総会	 ５月12日㈫　当協会
　・令和７年度事業報告について　ほか
●理事会
　第１回理事会	 ５月12日㈫　当協会　
　・総会議案の審議　ほか

●監査
　令和７年度監査	 ４月14日㈫　当協会
●正副会長会議　　
　第１回会議	 ４月８日㈬　吉田町内　
　・今後の主要行事について　ほか
　第２回会議	 ４月14日㈫　大井神社　
　・今後の主要行事について　ほか
　第３回会議	 ５月12日㈫　当協会
　・今後の主要行事について
　・第１回役員会の議題について　ほか　　
●総務委員会
　春の交通安全県民運動への参加	４月６日㈪～ 15日㈬　全会員
●広報委員会
　第１回委員会	 ４月３日㈮　当協会　
　・172号の企画
　第２回委員会	 ６月５日㈮　吉田町内　
　・172号の校正
●労務委員会　　
　第１回委員会	 ４月21日㈫　当協会　
　・親子現場見学会について
●土木・建築委員会
　浜松河川国道事務所との意見交換会
		  ６月16日㈫　当協会
●環境・災害対策委員会
　災害対策用機械操作訓練
　・静岡国道事務所、静岡河川事務所主催
		  ６月29日㈪　安倍川河川敷
●建災防島田分会
　安全祈願祭	 ４月14日㈫　大井神社
　第１回災防委員会	 ５月８日㈮　当協会
　・支部長安全表彰受賞候補者の推薦について　ほか
　安全パトロール
　・５月８日㈮　５地区
●今後の予定　
　島田地区建設業労働災害防止安全大会
	 	 ７月３日㈮　夢づくり会館
　親子現場見学会	 ８月７日㈮　コマツテクノセンタ
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表
紙
解
説

相良油田は太平洋沿岸唯一の産油地です。その歴史は明治５年から昭和30年ごろまで採油
されました。最初は手掘りにより採油の深さは約180ｍで後に機械堀採油となり井戸の深
は310ｍまで及びました。原油の成分はガソリン34％・灯油34％・軽油22.5％・重油9.5％
です。原油は非常に希な軽質油であり低粘度でウイスキーのような透き通った琥珀色の液
体でろ紙に濾すだけでガソリンエンジンに使用できました。最盛期には約600人が働き240
孔の油井から年間721キロリットル（ドラム缶3600本分）産出されました。

相良油田の里


